
平成29年度見守りサービス実証実験の実施結果について(報告)



見守りサービス実証実験の背景

浪速区において、スマートフォンによるＢＬＥ電波の検知を中心とした、
地域の見守りサービスの実証実験を実施してきた。

方法として、
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実証実験結果に期待する効果として、

ＩＣＴを活用した地域ぐるみの見守り活動を実現

安全・安心なまちづくりに寄与することを目的



見守りサービスとは？
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○見守り対象者（小学生）にビーコン
（bluetooth を利用した小型発信器）を
携行してもらい、基地局（固定検知器）や
見守りアプリに接近すると検知される

○検知情報（位置情報、時間情報等）が
ネットワーク経由で見守りシステムに登録さ
れる

○見守り対象者（小学生）の保護者が見
守りシステムに照会をかけることで、検知履
歴を閲覧できる



実施概要

（調達経過）
調達方法 ：プロポーザル方式（参加事業者４社）
契約先 ：綜合警備保障株式会社
契約期間 ：平成29年7月～平成30年3月

（実証実験概要）
実施期間 ：平成29年10月～平成30年1月
実施エリア ：浪速区全域
対象となる小学校 ：7校（うち1校は西区）
対象となる小学生 ：約1,400名

（実施結果）
ビーコンの配布実績 ：315台（22.3%、600台を準備）
検知器設置 ：38台（60台を準備）
ボランティア端末数 ：3,461台（平成30年1月）
位置履歴収集数 ：約37万件（平成30年1月）

保護者説明会 合計14回開催し、189名に参加いただいた。

感知器設置 事前の交渉や電波試験を経て合計
38箇所に設置した。



アンケート結果

（利用した保護者のアンケート結果）
・「安心感を得た」との回答は参加者のうち５割程度
・登下校時の検知は十分だが、それ以外の場所における検知
が不十分との声が多かった。（不満の内容の約４割）

(利用しなかった保護者のアンケート結果)
・「必要性を感じない」との回答が回答者のうち約３割。
・子どもにスマートフォンを持たせている人が回答者のうち
約1.5割。
・他の見守りサービスをすでに利用している人が回答者のう
ち約2割。
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考察

6

・小学校の統廃合による見守り施策のニーズがあると見込んだが、参加者は全体の22%程度であった。
・スマートフォンアプリと固定検知器により、浪速区のほぼ全域で検知されていた。
・検知数が月次37万件あった一方、「検知数が足りない」との感想もあった。
・検知結果を可視化することにより、青パトの巡回ルートや防犯カメラの設置位置の検討に活用できることがわかっ
た。
・ビーコンを配布するための保護者説明会、同意書の回収、固定感知器の地域調整に労力・時間を要した。
・新規サービスであるため、認知率が上がらず、市民理解や普及に時間を要した。
・マンパワーとして、地域調整役の区役所だけでなく、小学校の全面的な協力が必要。

今後の展開について・・・

ü一律の24区展開ではなく、学校統廃合等の課題に応じて、区等がそ
の対応策として導入を検討することが望ましい

ü各区が同様の見守り施策を検討・実施する際には、今回の実証実験で
得た知見を基に、ICT戦略室が情報提供、支援する


